
事務 ト

○

く届出等に 和歌山市景

管

観条例及び和歌山 務 す

理

る事務（景観誘導）等

経

する事務（景観誘導）

費

等

関する事務・景観審

[

議会の開 市景観の周知

長

に関する事務（ ・景観

期

法に基づく届出等に関

総

・和歌山市景観審議会

合

の運営 ・和歌山市景観

計

審議会の運営

催・景観

画

ガイドブックの作成 周

]

知啓発） する事務（景

そ

観誘導）等 ・和歌山市

の

景観条例及び和歌 ・和

他

歌山市景観条例及び和

分

歌

・景観ホームページ

野

の運用等 近畿地方都市

別

美協議会会長市 ・和歌

目

山市景観審議会の運営

標

山市景観の周知に関す

２

る事務 山市景観の周知

住

に関する事務

の周知啓

み

発・近畿地方都市美 と

た

しての事務 ・和歌山市

い

景観条例及び和歌 （周

と

知啓発） （周知啓発）

選

協議会への出席・和歌

ば

山市景 山市景観の周知

れ

に関する事務 ・水辺を

る

活かしたまちづくり ・

魅

水辺を活かしたまちづ

力

くり

観計画の改定 （周

が

知啓発） 事業における

あ

夜間景観の形成 事業に

ふ

おける夜間景観の形成

れるまち

２　

事

事業コスト

事業費等（

業

千円）
平成29年度 平

区

成30年度 平成31年

分

度 令和02年度 令和0

(

3年度

当初予算 決算 当

2

初予算 決算 当初予算 決

)

算 当初予算 決算 計画 決

自

算

事業費 3,351 9

治

,330 617 242

事

637 124 3,90

務

1 0 3,901 0

伸び

○

率（％） △68.2%

法

2,310.9% △8

定

1.6% △97.4%

受

3.2% △48.8%

託

512.4% △100

事

% 0% 0%

人件費
正規

務

職員 24,168 24

そ

,168 14,066

の

14,146 12,8

他

06 12,726 9,

政

826 0 9,826 0

　

正規職員以外 250 2

策

50 250 250 46

３

2 462 257 0 25

魅

7 0

小計 24,418

力

24,418 14,3

あ

16 14,396 13

る

,268 13,188

都

10,083 0 10,

市

083 0

国庫支出金 0

景

0 0 0 0 0 1,250

観

0 1,250 0

県支出

の

金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

創

0

市　　債 0 0 0 0 0

出

0 0 0 0 0

そ の 他

会

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計

一般財源（税等） 3,

一

351 9,330 61

般

7 242 637 124

会

2,651 0 2,65

計

1 0

所要人数 正規職員

款

3.03 3.03 1.

土

76 1.77 1.59

木

1.58 1.22 0.

費

00 1.22 0.00

施

（人） 正規職員以外 0

　

.10 0.10 0.0

策

5 0.05 0.09 0

１

.09 0.05 0.0

都

0 0.05 0.00

主

市

な予算内訳
管外出張旅

景

費89千円　報償金5

観

6千円　会場その他借

の

上料32千円

形成 会

３　目標及び実

計

績
指標名 単位 平成29

・

年度 平成30年度 平成

事

項

31年度 令和02年度

都

令和03年度

活
動
指
標

市

景観法に基づく届出件

計

数
件

目標値

実績値 11

画

8 130 153

達成度

費

(%) 0% 0% 0% %

予

%

和歌山市景観審議会

算

開催回数
回

目標値

実績

区

値 2 2 1

達成度(%)

分

0% 0% 0% % %

成
果

目

指
標

「まちなみの美し

都

さ」に対する市民満足

市

度
％

目標値 24 25 3

計

2 25 25

実績値 26

画

.7 31.9 24.6

総

達成度(%) 111.

務

25% 111.25%

費

76.87% % %

目標

取

値

実績値

達成度(%)

組方針 ２
景観まちづくりの推進 大事業 都市計画総務事業

中事業 景観計画促進事業

事業種別 継続 関連個別計画 和歌山市景観計画

事業年度 無し ～ 無し 担当課・担当課長・Tel まちなみ

業

景観課 山本　昇 435-1048

事業実施の根拠法令 景観法、和歌山市景観条例 関連課 都市再生課、環境政策課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概

チ

要

事
業
目
的

自然景観や歴史的景観の保全・活用等、和歌山市らしい良好な景観の 和歌山市景観計画により、良好な景観の形成に関する方針や行為の制限等について定め、一定規模以上の

創出を図るとともに、地域の誇り、愛

ェ

着の醸成及び景観という観点か 行為について、届出を必要とすることによって景観の誘導を行う。建築物の外壁など面積が大きいものは

らのまちづくりを促す 低彩度を基本とし、景観を混乱させる奇抜

事

な色を使用しないよう

ッ

務

助言を行う。また隣接

事

する建築物等にお

いて

業

は、明度や彩度、色相

N

などの差が生じないよ

o

う配慮を求め、まちな

事

みに調和するよう誘導

業

を行う。「

和歌山城周

名

辺」及び「和歌の浦」

[

を景観重点地区に指定

事

し、これらの景観拠点

ク

業

においてはより積極的

基

な規

制誘導方策等を行

本

い、歴史・文化や地域

情

の個性を活かした景観

報

を形成する。その他、

]

夜間景観への取組と

し

1

て、市役所北側の中橋

2

を中心とした市堀川の

6

水辺をライトアップし

3

、賑わいの創出及び回

シ

0

遊性の向上を

図る。

事

景

業
内
容

平成29年度 平

観

成30年度 平成31年

計

度 令和02年度 令和0

画

3年度

・新たな景観拠

促

点等創出に関 景観法に

進

基づく届出等に関す ・

事

新たな景観拠点等創出

業

に関 ・景観まちづくり

事

に関する事 ・景観まち

ー

業

づくりに関する事

する

区

事務 る事務（景観誘導

分

）等 する事務 務 務

・景

(

観まちづくりに関する

1

事 和歌山市景観審議会

)

の運営 ・景観まちづく

事

りに関する事 ・景観法

業

に基づく届出等に関 ・

経

景観法に基づく届出等

費

に関

務・景観法に基づ



性

「景観まちづくり推進

]

団体」「景観まちづ

く

事

り推進地区」制度を積

業

極的に運用する。

見直

手

し・改善内容 和歌の浦

段

景観重点地区における

は

届出対象行為を見直し

妥

、小規模工作物等の乱

当

立に対する誘導を強化

か

するよう、令和２年度

現

に

は景観条例施行規則

行

を施工予定。

また令和

の

２年度には、水辺空間

手

を生かしたまちづくり

段

事業の一環として、中

で

橋を中心とした市堀川

よ

の水辺のライトアップ

い

を

行う。

○ 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か 市が行うべき ○ 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか ○ 達成している（90%以上） おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 ○ 重要かつ高い貢献度がある 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか ○ できない 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し ○ 適正 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実 ○

現状維持

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

平成２３年度に「景観条例」の制定及び「和歌山市景観計画」の策定、届出制度の運用も開始し、景観に関する意識が徐々

に浸透してきていると感じているとこ

４

ろである。また、景観

　

重点地区等の指定につ

事

いても「和歌山城周辺

業

景観重点地区」に

つづ

の

いて、平成２４年度末

評

に「和歌の浦景観重点

価

地区」を指定し運用を

評

しているところである

価

。平成３０年度には「

基

景観ま

担当課評価の根

準

拠
ちづくり推進団体」

[

、「景観まちづくり推

妥

進地区」制度が始まり

当

、当制度第１号となる

性

推進団体の認定を行い

]

、住民が主体

となった

事

景観まちづくりへの期

業

待が膨らんできている

の

ところである。

和歌の

ニ

浦景観重点地区におけ

ー

る届出対象行為を見直

ズ

し、小規模工作物等の

は

乱立に対する誘導を強

あ

化するよう、令和２年

る

度に

は景観条例施行規

か

則を施工予定。

さらに

○

、良好な夜間景観形成

増

のため、平成３１年度

加

は城北橋から中橋にか

し

けての社会実験を実施

て

した。

観光客の増加や

い

社会情勢の変化などを

る

踏まえ、人を呼び込む

横

積極的な景観形成を目

ば

指し、平成29年度に

い

改正した景観計画の

積

減

極的な運用を図る。ま

少

た、住民団体等と連携

し

し、新たな景観拠点の

て

創出や、特徴的な景観

い

・保全すべき優れた景

る

観の保全

、景観形成に

[

資する住民団体等の活

妥

動を支援するため、平

当

成３０年度に開始した


